
        聖パウロ生涯年表    

西暦 出来事 場所 書簡 
8 誕生 タルスス  

 ガマリエルから律法を学ぶ エルサレム  

 教会を迫害する（ステファノの殉教 33？34？）  使 6・8 章 

34（35？） 回心 

アナニアの祈りとパウロの洗礼 

ダマスコ 使 9,1-19 

 ダマスコで福音を告げ知らせる  使 9,20-25 

35～38 ３年の沈黙（宣教活動？） アラビア（シナイ？ダマス

コ？） 

ガラ 1,17 

38 エルサレムでバルナバに出会い、使徒（ペトロ、

ヤコブ）と会う 

エルサレム 使 9,26-35 

ガラ 1,18 

38 故郷に去り タルスス  

43-44 バルナバに頼まれて、共に働く アンティオキア  

44 エルサレムへ遣わされて、救援物資を持って行く エルサレム 使 11,27-30 

 アンティオキアへ戻る  使 12,25 

47-49 

（46-48？） 
第一回宣教旅行 キプロス（サラミス、パフォ

ス）、ピシディア州（アンティ

オキア）、小アジア（イコニオ

ン、リストラ、テルべ） 

使 13・14 章 

48（49？） アンティオキヤに行く アンティオキア 使 14,21-28 

 ユダヤ人の兄弟との衝突  使 15,1-3 

49 使徒会議 エルサレム 使 15,4-35 

 ペトロとの衝突 アンティオキア ガラ 2,11 

50～52 

（51-53？） 

第二回宣教旅行 

 

ルカとの出会い（トロアダ） 

小アジア、マケドニア州（ヒ

ィリピ、テサロニケ）アカイ

ア州に（アテネ、コリント（1

年半）、エフェソ） 

使 15,36-18・22 

 フィリピで牢獄に繋がれる 

テサロニケでの騒動 

 使 16,16-40 

使 17,1-9  

 エルサレムを通過してアンティオキアに戻る エルサレム 使 18,18-23  

53-56 

（56～58？） 

 

第三回宣教旅行 

 

小アジア、アンティオキア、

エフェソ（２年間以上）、コ

リント、マケドニア 

使 18,23-21,16 

 エフェソでの騒動  使 19,21-40  

 マケドニア州とギリシアに行く  使 20,1-6  

 エルサレムに献金を持って行く   

56 逮捕 エルサレム 使 21,27-23,35 

 総督フェリクス前 カイザリア 使 24,10-23 

56～58 

58 

58 

カイザリア拘置 

総督フェストゥスの前 

アグリッパ王の前 

 使 24-26 章 

使 25,7-12 

使 26 章 

58-59 ローマに護送、マルタ島の遭難  使 27,1-28,16 

59-61 ローマでの活動 ローマ 使 28,17-31 

61 無罪の宣言と釈放   

62 宣教活動 マケドニア、クレタ、アジア、

エスパニア 

 

64 逮捕、ローマへ ローマ  

67 死刑（59 歳？）   

 


